
伊勢崎市教育研究所 教育支援センター 

         「ほっとる～む」北部教室  

□開設          平成５年４月１日 

□代表者職氏名  教育研究所所長 小保方 祥浩 

□所在地        〒379-2204 伊勢崎市西久保町２－９８ 

（赤堀公民館分館内） 

□電話／ＦＡＸ TEL (0270)63-1890   FAX (0270)63-1890     

１ 運営の目的 
 
  情緒の安定、集団生活への適応、自主性・社

会性の育成を図る為、状況に応じた支援を行い、

社会的自立を目指すことを目的とする。 
 
２ 令和６年度職員の構成・分担 
 

職 員 業務内容 

所長       総括 

アドバイザー  １ 総括 

指導主事    １ 渉外・指導全般 

相談員     ２ 教育相談 

臨床心理士   ２ 教育相談 

室長      １ 

指導員     ２ 

学校・保護者等との

連携、通室児童・生徒

への指導 
 
３ 入室対象及び受け入れ状況   
 
（１）入室対象 

    伊勢崎市内に在住及び伊勢崎市内の義務教 

育諸学校に在籍する不登校または不登校傾向 

の児童生徒で、本人及び保護者が入室を希望 

し、通室が適切であると認められた者。 
 
 （２） 受け入れ状況（令和５年度）  

   小学生５名 中学生１０名 計１５名             
 
４ 令和６年度開設状況  

 （１） 開設日時  

   学校の休業日を除く月曜日～金曜日  

    ９：３０～１５：３０  
 
 （２）  開設期間  

    １学期 ４月８日～７月 19日 

    ２学期 ９月２日～12月 25日  

    ３学期  １月７日～３月 13日（中３） 

                     24日（小６）   

                    26日（その他） 

（３）日時程 
 

  
（４）主な行事予定（令和６年度） 

時 間 主な活動内容 

9:30～ 

 

10:10～12：00 

 

 

 

 

13:00～15:00 

 

 

 

15:00～15：30 

登室・朝の会 

 

体験活動① 

・栽培、創作などの活動 

学習活動① 

（学習、読書、パソコン等） 

 

体験活動② 

・運動、スポーツ 

学習活動② 

 

帰りの会・帰宅 

４月 はじめの会 

学校訪問（情報交換） 

５月 春の栽培活動 

教育相談研究協議会（情報交換） 

６月 サポートケース会議 

合同交流会（軽スポーツ） 

７月 個人面談 

保護者面談 

８月 草花の手入れ、世話 

学校訪問（情報交換） 

９月 自然体験活動（登山・自然観察） 

教育相談研究協議会（情報交換） 

１０月 サポートケース会議 

和太鼓教室 

自然体験活動（乗馬体験） 



 

５ 入室・退室の進め方              

（１） 入室の手続き 

 

     ↓ 

 

     ↓ 

 

     ↓ 

 

 
   

     ↓ 

 

 

     ↓ 

 

     ↓ 

 

↓ 

 

 

（２） 退出の手続き 

   退出については、保護者・本人・在籍校長

と協議の上、教育研究所長が退室を認めた児

童生徒について、退室通知書を校長に送付す

る。 

６ 学校、家庭及び関係機関との連携 

  （１）  学校との連携 

 ○ 通室している児童生徒の在籍校と出席状

況及び生活・学習状況等を月例報告として

互いに書面等で連絡を取り合う。 

 

  ○ 定期的にサポートケース会議を位置づけ、

臨床心理士及び心療内科医師と学級担任・

学年主任・管理職・スクールカウンセラー・

生徒指導主任（主事）・養護教諭等とで協

議を行う。また、必要に応じて、随時上記

関係者との相談や電話連絡を行う。特に学

校復帰の段階になった場合や中３の進路

指導に際しては、学校と十分連絡を取り合

い、円滑な学校復帰や進路指導ができるよ

うに配慮する。 

 

  （２） 家庭との連携 

  ○ 保護者面接、家庭訪問、保護者会等をした

り、随時電話連絡をしたりするなど、きめ

細かな連携に努める。 

       

  （３） 関係機関との連携 

  ○ 不登校には様々な要因が考えられるので、

それぞれのケースについて、必要に応じて

関係機関（総合教育センター、 児童相談

所、専門医等）との連携を図り、情報交換

を密にして問題の解決に努める。 

 

７ 特色ある活動  

 ○ ｢ほっとる～む｣の児童生徒が一堂に 会

し、協力してスポーツを楽しむこと で、

社会的自立に必要なコミュニケー ショ

ン能力を養う。 

 ＜軽スポーツ＞令和６年６月１４日（金） 

 

 ○ 不登校または不登校傾向の児童生徒に、 

人、動物、自然などと触れあう体験活 動

を設定し、情緒の安定を図り、社会 的適

応能力の基礎を身につけられるよ うに

する。 

＜自然体験＞ 令和６年 ９月１３日（金） 

＜乗馬体験＞ 令和６年１０月１８日（金） 

１１月 秋の栽培活動 

１２月 調理実習 

大掃除  保護者面談 

１月 学校訪問（情報交換） 

２月 サポートケース会議 

保護者会 

３月 お別れ会  春の栽培活動 

個人面談・保護者面談 

①相 談 
・「ほっとる～む」見学 

②体 験 

相談受付 

③入室願書 
・保護者は「ほっとる～む」入学願書を
校長に提出する 

④入室依頼書 
・校長は室長及び担当者と入室について協議
し、入室依頼書を研究所所長に提出する 

⑥入室決定 

⑤入室判定会議 
・受け入れについて協議 

⑦入室承諾書 
・研究所所長は校長、保護者に入室の承諾
を通知する 


